
ちば県議会だより  平成28年［2016年］8月5日（金曜日）

問
　
知
事
の
公
用
車
使
用
及
び
海
外
出

張
時
の
飛
行
機
や
ホ
テ
ル
利
用
の
ル
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
ル
ー
ル
ど
お
り
の
運
用
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

知
事
車
は
庁
用
自
動
車
で
あ
り
、

そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
、「
公
務
を
行

う
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
運
行
管
理
者

が
認
め
た
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
」

と
要
綱
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

遵
守
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
海
外
出
張
に
お
け
る
航
空
賃
、

宿
泊
料
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基
づ
き
、

国
家
公
務
員
の
例
に
よ
り
支
給
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
航
空
賃
に
つ
い
て

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
旅
費
を
、
宿

泊
料
に
つ
い
て
は
、
旅
行
地
域
に
よ

っ
て
、
一
泊
当
た
り
二
万
九
千
円
か
ら

一
万
七
千
四
百
円
の
範
囲
で
支
給
し
て

お
り
、
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

問
　
県
営
水
道
は
、
渇
水
に
伴
う
取
水

制
限
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
節
水

の
広
報
や
、
大
口
使
用
者
な
ど
に
対
す

る
節
水
協
力
依
頼
を
行
う
と
と
も
に
、

浄
水
場
・
給
水
場
か
ら
の
配
水
圧
を
調

整
す
る
。

　
併
せ
て
、
地
下
水
や
県
内
水
源
の
有

効
活
用
な
ど
を
図
り
、
利
用
者
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
く
。

問
　
発
議
案
第
一
号
（
手
話
言
語
条

例
）
に
関
し
て
、
条
例
案
第
十
一
条
に

は
、「
手
話
通
訳
者
等
の
養
成
及
び
研

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

修
に
努
め
る
」
と
あ
る
が
、
手
話
の
普

及
・
促
進
を
図
る
う
え
で
、
手
話
通
訳

者
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

　
手
話
通
訳
者
等
の
養
成
に
あ
た
り
、

千
葉
県
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

処
遇
の
改
善
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

現
在
、
手
話
通
訳
者
二
百
三
十
人
、

要
約
筆
記
奉
仕
員
百
三
十
二
人
、
盲
ろ

う
者
向
け
通
訳
・
介
助
員
百
七
十
五
人

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
聴
覚
障
害
者
に

派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
市
町
村
に
よ
っ
て
、
手
話
通

訳
者
数
や
派
遣
実
績
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
は
、
計
画
的

に
手
話
通
訳
者
の
養
成
を
図
る
と
と
も

に
、
手
話
通
訳
者
の
少
な
い
地
域
で
養

成
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
的
な

偏
り
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
処
遇
の
改
善

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
県
北
西
部
直
下
地
震
が
起
き
た
場

合
、
八
百
四
十
万
ト
ン
の
災
害
廃
棄
物

の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

廃
棄
物
の
処
理
に
向
け
た
課
題
は
何
か
。

　
ま
た
、
県
内
だ
け
で
の
処
理
は
難
し

く
、
他
県
に
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
、

さ
ら
に
広
域
的
な
対
応
も
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　

市
町
村
に
お
い
て
、
十
分
な
仮
置

き
場
を
確
保
し
て
お
く
な
ど
、
平
時
か

ら
の
備
え
が
大
切
で
あ
り
、
市
町
村
の

処
理
能
力
が
追
い
付
か
な
い
場
合
に
は
、

広
域
的
な
対
応
も
重
要
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
県
域
を
超
え
る
広
域
的

な
連
携
に
つ
い
て
、
環
境
省
を
中
心
に
、

関
係
都
県
市
等
で
構
成
す
る
協
議
会
に

お
い
て
、
議
論
を
進
め
て
い
る
。

問
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
県
内
経
済
に
あ
た

え
た
影
響
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
国
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
二
ス

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

テ
ー
ジ
に
よ
り
、
経
済
の
好
循
環
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

県
内
総
生
産
は
、
平
成
二
十
三

年
度
実
質
で
二
十
兆
四
千
億
円
だ
っ

た
も
の
が
、
平
成
二
十
五
年
度
に
は

二
十
一
兆
四
千
億
円
に
増
え
、
個
々
の

指
標
で
は
、
雇
用
情
勢
や
倒
産
件
数
が

着
実
に
改
善
し
て
い
る
。

　

ま
た
第
二
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
国

は
働
き
方
改
革
な
ど
を
進
め
て
い
る

が
、
県
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
部
局
を

通
じ
て
働
き
方
改
革
や
子
育
て
支
援
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ち
ば
中
小
企
業

元
気
戦
略
の
見
直
し
に
向
け
て
、
事
業

者
等
と
の
勉
強
会
を
通
じ
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
考
え

て
い
き
た
い
。

問
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
、
事
前
キ
ャ
ン

プ
や
大
会
期
間
中
に
お
け
る
千
葉
県
産

の
農
林
水
産
物
の
提
供
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

農
林
水
産
部
の
各
課
で
構
成
す
る

検
討
会
に
お
い
て
、
生
産
者
団
体
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
食
材
等
の
供
給
や
、

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
必
要
と
な
る
生
産
対

策
や
販
売
対
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　
公
共
事
業
の
早
期
執
行
に
つ
い
て
、

今
年
度
上
半
期
は
、
昨
年
度
よ
り
一
割

高
い
七
割
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

県
土
整
備
部
で
は
、
出
先
事
務
所

ご
と
に
目
標
契
約
率
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、
出
先
事
務
所
と
本
庁
主
務
課
で

構
成
さ
れ
る
公
共
事
業
進
行
管
理
調
整

会
議
検
討
会
に
お
い
て
、目
標
設
定
の
考

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

え
方
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

出
先
と
本
庁
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
密
に
し
、
進
捗
管
理
を
徹
底
す
る

こ
と
に
よ
り
、
早
期
執
行
の
目
標
達
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
（
仮
称
）
栄
特
別
支
援
学
校
の
設

置
に
よ
り
、
ど
こ
の
学
校
の
過
密
化
が

解
消
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
使
用
し
な

く
な
る
学
校
の
活
用
だ
け
で
過
密
化
が

解
消
で
き
る
の
か
。

答　

富
里
特
別
支
援
学
校
と
印
旛
特
別

支
援
学
校
の
過
密
状
況
が
解
消
す
る
。

　

現
在
、
県
立
特
別
支
援
学
校
整
備

計
画
に
基
づ
い
た
整
備
を
進
め
て
お
り
、

地
域
や
各
学
校
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

過
密
状
況
へ
の
対
応
策
を
検
討
し
て

い
く
。 文

教
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の

主
な
質
疑
か
ら

平成28年9月定例県議会 会期及び議事・委員会予定（素案）

　インターネット
でも本会議、予算
委員会の生中継及
び録画中継（過去3
年分）をご覧いた
だけます。

▲議会中継ＱＲコード
（スマートフォン・
タブレット）

…「チバテレビ」での生放送があります。ぜひご覧ください。TV

月　　日 議事・委員会予定 開議予定時間
9月21日（水）開会日 TV 午前10時～
28日（水）質疑並びに一般質問 TV 〃
29日（木）  〃 TV 〃
30日（金）  〃  TV （午前のみ） 〃

10月3日（月）  〃 〃
4日（火）  〃 〃
5日（水）  〃 〃
7日（金）常任委員会 （商工労働企業 ・県土整備） 〃
11日（火）  〃 （農林水産 ・文教） 〃
12日（水）  〃 （総務防災 ・健康福祉） 〃
13日（木）  〃 （総合企画水道 ・環境生活警察） 〃
18日（火）閉会日 午後１時～

※本案はおおむねの日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議されます。

常任委員会委員
委 員 会 名 総務防災 総合企画水道 健康福祉 環境生活警察 商工労働企業 農林水産 県土整備 文　　教
定数／現員 12／12 12／12 12／12 12／12 12／12 11／11 12／12 12／12

委　員　長 中沢　裕隆
（自民党）

林　　幹人
（自民党）

斉藤　　守
（自民党）

関　　政幸
（自民党）

小池　正昭
（自民党）

瀧田　敏幸
（自民党）

實川　　隆
（自民党）

坂下しげき
（自民党）

副 委 員 長 中村　　実
（自民党）

五十嵐博文
（自民党）

森　　　岳
（自民党）

茂呂　　剛
（自民党）

石井　一美
（自民党）

戸村　勝幸
（自民党）

三沢　　智
（自民党）

小路　正和
（自民党）

委
　
　
　
　
員

自　民　党

浜田　穂積
佐藤　正己
木名瀬捷司
石毛　之行
亀田　郁夫

本清　秀雄
小高　伸太
本間　　進
阿井　伸也
大松　重和

伊藤　和男
川名　寛章
石橋　清孝
佐野　　彰
伊豆倉雄太

河上　　茂
山中　　操
江野澤吉克
鈴木　　衛

阿部　紘一
田中　宗隆
西田三十五
臼井　正一
山本　義一

酒井　茂英
信田　光保
中台　良男
伊藤　昌弘

宇野　　裕
鈴木　昌俊
今井　　勝
木下　敬二
鶴岡　宏祥

宍倉　　登
𠮷本　　充
松下　浩明
内田　悦嗣
武田　正光

民　進　党

田中　信行
横堀喜一郎

天野　行雄
矢崎堅太郎
網中　　肇
大﨑　雄介

河野　俊紀
礒部　裕和

竹内　圭司
中田　　学
守屋　貴子

鈴木　　均
安藤じゅん子

石井　敏雄
鈴木　陽介

髙橋　　浩
松戸　隆政

石井　宏子
野田　剛彦

公　明　党 秋林　貴史 赤間　正明 田村　耕作 藤井　弘之 横山　秀明 仲村　秀明 塚定　良治 阿部　俊昭
共　産　党 寺尾　　賢 三輪　由美 丸山　慎一 岡田　幸子 加藤　英雄
市　社　無 ふじしろ政夫 小宮　清子 山本　友子 入江　晶子

一人会派
プリティ長嶋
（県民声）
水野　友貴
（我孫子）

西尾　憲一
（護憲会）
谷田川充丈
（かとり）

岩井　泰憲
（いんば）

（平成28年6月21日現在）

議会運営委員会委員
定数／現員 16／16

委員長 信田　光保
 （自民党）

副委員長 中台　良男
 （自民党）

委 員

木下　敬二
江野澤吉克
伊藤　昌弘
武田　正光
（自民党）

實川　　隆
小池　正昭
石井　一美
茂呂　　剛

田中　信行
礒部　裕和
（民進党）

網中　　肇
中田　　学

赤間　正明（公明党）
丸山　慎一（共産党）

委員外
議　 員

ふじしろ政夫（市社無）
西尾　憲一（護憲会）
プリティ長嶋（県民声）
岩井　泰憲（いんば）
谷田川充丈（かとり）
水野　友貴（我孫子）

（平成28年6月21日現在）

議会において選任同意・選出された
委員・議員

監査委 員 君津広域水道企業団
議会議員

山中　　操 （自民党）
横堀喜一郎 （民進党） 川名　寛章 （自民党）

（平成28年6月21日現在）


